
 

河 川 事 業 の 再 評 価 概 要 書 
（ ）は、前回再評価時 

番  号  
事業主体 栃 木 県 

事 業 名 安全な川づくり事業 事業所管課 県土整備部 河川課 

路線・河川名 一級河川 武名
む な

瀬川
せ が わ

 事業箇所名 下野
しもつけ

市
し

、上三川町
かみのかわまち

 

事 業 区 間 下野
しもつけ

市
し

谷
や

地賀
じ っ か

地先～ 

     上三川町
かみのかわまち

上
かみ

蒲生
か も う

地先 
事 業 延 長 6,500ｍ 

平成９年度事業採択 平成９年度用地着手 平成11年度工事着手 

事 業 期 間 Ｈ９ ～ Ｒ８ 事 業 

進 捗 

状 況 

基準年次：【令和３年度末時点】 

                 進 捗 率 

[うち用地補償費]   [8.6億円]   [55％] 

既投資事業費   41.0億円    59％ 
[うち用地補償費] 

全体事業費 

[15.7(14.0)億円] 

70.0(61.3)億円 

事 業 概 要  
武名瀬川は、宇都宮市下栗町地先に源を発し、宇都宮市南部の農地を流下し、上三川町を経て、下野市で田

川に合流する一級河川である。 

計画区間は、河川断面が狭小で流下能力が不足していることから、豪雨時には宅地や農地に浸水被害が生じ

ている。 

そこで、河川断面を拡大することにより、治水安全度の向上を図る。 

事業を巡る社会経済情勢の変化、事業計画の大幅な変化 等  
特になし 

事 業 の 投 資 効 果  
１ 費用対効果分析結果   

     【総便益（Ｂ）】    【総費用（Ｃ）】 
１） 事業全体  Ｂ／Ｃ＝10.2        1,025.4億円        100.1億円  [L=6,500m区間] 
２） 残 事 業   Ｂ／Ｃ＝15.9        329.5億円        20.7億円  [L=2,300m区間] 

 
２ 事業の整備効果等 
 整備により、河川の流下能力が約2.5倍となり、治水安全度の向上が図られる。 
事業の進捗状況等  
１ 事業の進捗状況 
 事業延長6,500mのうち、下流端から野田橋直下地点までの約4,200mの整備が完了している。 

２ 今後の事業進捗の見込み 
 用地取得及び工事を推進し、令和８年度を目標に全区間で事業の完了を図る。 
３ 事業費の変更理由 
 平成 27 年９月関東・東北豪雨により、事業区間の土羽護岸が被災したことから、市街地に近接する区間に

ついて、護岸をより堅固な構造に見直しを図った。また、労務資材単価の上昇及び消費税増税など事業費精査

により全体事業費が増額となった。 
コ ス ト 縮 減 等  
１ コスト縮減方策 
工事の際に発生する残土については、工事間流用により、工事費の縮減を図っている。 

２ 代替案立案等の可能性 
 代替案として、事業区間の上流端付近に遊水地を整備することが考えられるが、追加で用地取得が必要とな

り、工事に要するコスト等を考慮した場合、有利となる本計画が最適である。 

事業の対応方針（案） 現計画で事業を継続する。 

 



位置図

標準断面図

概要図

上三川町

一級河川 田川

一級河川 武名瀬川下野市

安全な川づくり事業
一級河川 武名瀬川 事業箇所（位置図、概要図）

計画流量 50ｍ3/s

現況流下能力 概ね20ｍ3/ｓ

下野市

上三川町



②整備前
野田橋下流

①出水状況
野田橋下流

③整備後
野田橋下流


